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　官軍山形藩と幕府軍荘内藩の戦場となった
落合地区の橋本邸北側にある「戊辰戦蹟碑」。
　荘内軍は船で川を下り、河湊長崎落合を守
備する山形藩と激突。（⇒詳しくはＰ20へ）

時代の変革を今に伝える時代の変革を今に伝える

「戊辰戦蹟碑」「戊辰戦蹟碑」
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中山町の名所を子どもたちが描いた「なかやまカルタ」の中山町の名所を子どもたちが描いた「なかやまカルタ」の
「戊辰戦蹟碑」「戊辰戦蹟碑」 （中山町青少年育成町民会議・中山町教育委員会）（中山町青少年育成町民会議・中山町教育委員会）
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　１０月１日、中山町議会臨時会が開かれました。
　中山町議会では、任期４年を前期２年、後期２年に分け、各常任委員会委
員の改選などを行っています。今回は慣例により副議長が辞職し、それに伴
う副議長選挙が行われました。その結果、引き続き佐東幸治議員が副議長に
当選しました。（右表参照）
　引き続き、常任委員・議会運営委員の選任などが行われ、以下のとおり決
定しました。

議会広報常任委員会
委員長 村山 　隆　　副委員長 佐竹 英規
佐東 幸治　　夛田 慎二　　鎌上 　徹

総務文教常任委員会
委員長 渡辺 博文　　副委員長 斎藤 眞一
須貝 勝司　　村山 　隆　　鎌上 　徹

厚生産業常任委員会
委員長 鈴木 徹雄　　副委員長 佐東 幸治

夛田 慎二　　佐竹 英規

議会運営委員会
委員長 須貝 勝司　　副委員長 佐竹 英規

鈴木 徹雄　　渡辺 博文

議会新体制スタート

副議長
佐
さ

東
とう

 幸
こう

治
じ

議長・副議長あいさつ

　町民の皆さまには、常日頃
から議会活動に格別のご理解
とご協力を賜り、心から感謝
申し上げます。
　さて、新型コロナウイルス

　２期目途中の若輩
者でありますが、１０
月１日の体制切り替
えで、副議長に再任
のご支持を賜り、感

感染症は、依然として私たちの生活に影響を与えてお
り、町議会としましては、今後も町執行部と協力し対
応してまいります。
　安全・安心のまちづくりについても、課題の解決に
向け、これまで以上に議論を重ねてまいります。
　併せて、議会改革についても、デジタル化を推進し、
タブレット等を使用したペーパーレス化、議会の動画
配信など、開かれた議会のあり方を議論してまいります。
　なお一層のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろし
くお願い申し上げます。

謝申し上げるとともに、責任の重さを実感し
ております。
　現在の議会の課題としては、動画配信と資
料のデジタル化が挙げられます。将来を見据
えた議会の改革を、鎌上議長と協力し進める
所存でございます。今後も、町民の皆さまに
信頼される議会運営となるように努めてまい
ります。
　皆さまのご指導とご協力をお願いし、ごあ
いさつ申し上げます。
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（60歳・3期目） （５７歳・２期目）

常任委員会・議会運営委員会構成
　議長の指名推選により、下記のとおり決定しました。
　任期は２年で、正副委員長はそれぞれ互選で決定されました。

山形広域環境事務組合議会議員
村山 　隆　　佐竹 英規

（議会構成：中山町２名、山形市７名、上山市３名、山辺町２名）

最上川中部水道企業団議会議員
佐東 幸治　　須貝 勝司　　夛田 慎二
鈴木 徹雄　　渡辺 博文　　斎藤 眞一

（議会構成：中山町６名、山形市２名、山辺町３名）

都市計画審議会委員
佐東 幸治　　夛田 慎二　　渡辺 博文

介護保険運営協議会委員
村山 　隆

青少年育成町民会議常任委員
渡辺 博文

国民健康保険運営協議会委員
鈴木 徹雄

空き家対策会議委員
夛田 慎二　　佐竹 英規

土地開発公社理事
佐東 幸治　　須貝 勝司　　佐竹 英規

監査委員
斎藤　眞一

国道１１２号及び国道４５８号整備促進特別委員会　委員長 渡辺　博文　　副委員長 佐竹　英規
治山・治水特別委員会　　　　　　　　　委員長 佐東　幸治　　副委員長 村山　　隆
柏倉家住宅保存・利活用特別委員会　　　委員長 佐竹　英規　　副委員長 夛田　慎二
新型コロナウイルス感染症対策特別委員会　委員長 佐東　幸治　　副委員長 夛田　慎二

各特別委員会の委員は議長を除くそれぞれ８名

各特別委員会・一部事務組合議会等構成
　各特別委員会・一部事務組合議会議員等については変更がありません。また、中山町より推薦依頼
のあった各種審議会等の委員については、以下のとおり決定しました。（変更者は赤下線）
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副議長選挙の結果
当選　佐東幸治氏 ９票

※写真掲載は左上から議席番号順
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歳　入 総額７０億７９９万円

※自主財源：町が自主的に収入する財源
※依存財源：‌�国や県から定められた額を

収入する財源

国庫支出金
１８億３４９５万円　２６．２％

県支出金
２億９９９８万円　４．３％

地方消費税交付金
２億２２１４万円　３．２％

依存財源依存財源
４６億３３７５万円４６億３３７５万円

６６．１％６６．１％

自主財源自主財源
２３億７４２４万円２３億７４２４万円

３３．９％３３．９％

地方譲与税
４２６０万円　０．6％

地方交付税
２０億６２８万円　２８．６％

分担金および負担金
３１８５万円　０．５％

使用料および手数料
３９０３万円　０．６％

繰越金
２億７２９９万円　３．９％

その他
２億１９６７万円　３．１％
財産収入・寄附金

諸収入
５億１９３４万円　７．４％
土地開発公社への貸付金元利収入等

繰入金
２億６２１０万円　３．７％
財政調整基金などを崩して使うこと

町税
１０億２９２６万円　１４．７％
町民税・固定資産税・たばこ税などその他　２３９０万円　０．3％

自動車取得税交付金・地方特別
交付金など

町債
２億３９０万円　２．９％
銀行などからの借入金

歳　出 総額６５億４９１８万円

維持補修費
１億３５３７万円　２．１％

補助費等
１８億２５７９万円　２７．９％

繰出金
７億２５４６万円　１１．１％

物件費
１０億２９７万円　１５．３％

普通建設事業費・
災害復旧事業費
３億２３７５万円　４．９％

その他の経費その他の経費
４２億８５３１万円４２億８５３１万円

６５．5％６５．5％

義務的経費義務的経費
１９億４０１２万円１９億４０１２万円

２９．６％２９．６％

投資的経費投資的経費
３億２３７５万円３億２３７５万円

４．９％４．９％

扶助費
５億１８６４万円　７．９％
社会保障制度の一環として
支出する経費

公債費
５億４１１万円　７．７％
借入金の元利償還金

人件費
９億１７３７万円　１４．０％
議員・職員・各種委員の給与

積立金
１億３３７７万円　２．０％

※義務的経費：‌�支出が義務付けられ、任意に
削減できない経費

※投資的経費：‌�施設など、財産として将来に
残るものにかかる経費

令和２年度 決算を認定！令和２年度 決算を認定！ ９　月
定例会

会 期

　９月定例会は、９月９日から１７
日までの９日間で開かれました。
　議事内容は、令和２年度中山町
一般会計・各特別会計歳入歳出決
算の認定、令和３年度補正予算７
件、令和２年７月豪雨の被災者に
対する令和３年度国民健康保険税
の特例に関する条例の設定のほ
か、条例の制定１件、意見書の提
出２件、人事案件４件などで、す
べて原案のとおり可決されました。

９月９日から
１７日まで

歳出総額 歳出総額 6565億億49184918万円万円
　令和２年度中山町一般会計および各特別会計について、７月２６日から３０
日までの５日間、決算審査が行われました。主な内容は以下のとおりです。
○審査方法
　各会計歳入歳出決算書・同実質収支に関する調書のほか、関係書類につ
いて提出を求め、併せて関係職員から説明を聴取し、さらに既往の監査の
結果等も参考にするなど、慎重な審査が行われました。
・決算の係数は正確か。
・事務・事業が予算どおり執行されたか、また法令に違反していないか。
・財政運営が健全であったか。
・過去における監査指摘事項が改善されたかどうか。
○審査の結果
　全般的にはおおむね妥当な決算であると認められるが、一部に改善を要
する事務等が確認されたことから、改善を図られたい。

・‌�公共下水道使用料の収納状況については、滞納繰越分が年々増加し続け
ている。収納対策が講じられているところではあるが、成果が上がって
いない。収納未済額の解消に努められたい。
・‌�予算の流用については、過年度を含め令和２年度も特定の課およびグ
ループに集中している。所管課で適切な予算管理を行い、必要に応じて
補正予算を要求する等、予算の流用を極力避けるよう配慮されたい。ま
た、一般会計の不用額が前年度と比較しても大幅に増加していることか
ら、その原因を分析し予算管理の改善に努められたい。
・‌�令和元年度決算において、事業規模とコストを意識し費用対効果の観点
から予算執行されるよう意見を付していた。事業のあり方そのものにつ
いての根本的な見直しを積極的に行うことを勧奨し、もって予算の執行
を改めていくことを意図したものであったが、令和２年度決算において
見直しが反映された点は限定的であった。今後は、事業の改廃を含めた
見直しを進め、事業・予算のバランスに関して適正化を図られたい。

� 中山町代表監査委員　村山　拓　　中山町監査委員　斎藤眞一

監査委員から町当局への指摘事項

令和２年度決算審査等結果報告

期　日 会　　議 備　　考

９月９日
（木）

本　会　議

（厚生産業常任委員会）

一般質問
議第５５号　提案理由の説明
報告
請願１件
議案調査（付託案件審査）

９月１０日
（金）

休　　　会
（全員協議会）

午前　総合政策課
午後　総務広報課

９月１３日
（月）

休　　　会
（全員協議会）

午前　住民税務課（国民健康保険・後期高齢者医療）
午後　健康福祉課（介護保険）

９月１４日
（火）

休　　　会
（全員協議会）

午前　産業振興課・農業委員会
午後　教　育　課

９月１５日
（水）

休　　　会
（全員協議会）
（議員懇談会）

午前　建　設　課（農業集落排水・公共下水道事業）
　　　議会事務局

９月１７日
（金）

本　会　議
（全員協議会）

議第５５号　質疑、討論、採決
議第５６号〜７０号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決

令和３年 中山町議会９月定例会日程表
投資および出資金貸付金
４億６１９５万円　７．１％

※９月１０日から１５日までの全員協議会は、令和２年度決算に係る説明、質疑を各課ごとに行ったものです。

　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、計画していた事業や交付金を予定どおり支
出できなかったことなど、不用額（Ｐ７参照）が多く歳入歳出の差額が４億５８８１万円と大きくなりまし
た。今後は、予算の執行状況を注視し、早めに補正を組むなどの対処が望まれます。

一般会計
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令和２年度決算を徹底チェック！

―予算は適正・効率的に使われたか？―
　議会の仕事の一つに、行政のチェック機能があります。令和２年度は監査委員から指摘のあった
不用額の増大と費用対効果を中心に検証します。

チェック ５

　なかやま健幸くらぶ事業は、３年目となった令和２年度も地方スポーツ振興費補助金（１０００万円）
を活用して実施され、参加者は増加している。しかし、参加目標人数５００名に対し、参加者は３９０名に
とどまっており、目標が達成されていないこと、また、参加者が歩数計データをどのように利用する
かなど、改善すべき課題が多くある。

スポーツによる健康づくり事業

なかやま健幸くらぶ ３年目の取り組みは？

予算額 ２１８０万２０００円　決算額 １８０５万５255円　不用額 ３７４万6745円

チェック ６

　大雪による除雪委託料の不足が見込まれたため、当初予算に加え２度の専決処分による補正（合計
５０００万円）が行われ、それぞれ１月臨時会、３月定例会で承認した。
　令和２年度は町内一斉除雪１２回、豊田地区のみの除雪３回のほか、町内各所の排雪、凍結防止剤の
散布などを実施したが、2月中旬より降雪量が少なかったため不用額が生じた。

道路除雪委託料

大雪により除雪費が増大

予算額 ８468万9151円　決算額 ７３７２万５０80円　不用額 １096万4071円

チェック ３

　町内日曜当番医体制（３医療機関 第２・４日曜日 ９：００～１２：００）を維持するとともに、当番医
業務中に新型コロナウイルス感染症患者との濃厚接触者となり、休業を余儀なくされた場合に備えて
休業支援金制度を導入した。今年度は支給対象となる事例がなかったため不用額となった。

救急医療対策事業

安心して暮らすために

予算額 ５２３万３０００円　決算額 １０２万2880円　不用額 ４２１万０120円

チェック ４

　子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、これまでの０歳児から中学３年生までの入通院の医療
費自己負担分に加え、令和２年８月診療分より高校３年生までの通院の自己負担分まで助成対象を拡
大した。
　また、新型コロナウイルス感染症の影響による受診控えなどにより不用額が発生した。

子育て支援医療給付事業

高校生まで医療費助成を拡大

予算額 ４３４７万７０００円　決算額 ３５８２万8763円　不用額 ７６４万８237円

チェック １

　令和２年７月豪雨による農業用施設および農地の災害復旧事業のうち、国の補助を受けて復旧する
農道４か所中、２か所の工事が終了した。残りの２か所については、計画の変更が必要になったこと
から、それぞれ令和３年度に繰り越した。

農業用施設災害復旧費（補助）

令和２年７月豪雨による災害復旧事業完了せず

予算額 ３６７５万００００円　決算額 １５０１万７2００円　繰越明許費 ２１７３万2０００円

不用額って何？Ｑ
　不用額とは、主に行政・地方自治において用いられる言葉で「使う必要がなくなった額」のことを言
います。
　不用額が生じた具体的な原因については、①予算の効率的な執行や経費の節約によるもの、②予算作
成後の事情の変更等によるもの、③予算上の見積りや想定が実情と合っていなかったことなど、多様で
す。よって、不用額が生じたこと、またはその額や割合が大きいことなどで、予算の見積りが正確では
ない、執行が適切ではないといった見方をすることは一面的であり、適当ではありません。

Ａ

＆＆議会あれこれ Ｑ Ａ

　重要なのは、不用額が発生した状況や理由などの問題点や改善点を把握し、それらを将来
の予算編成や適正な予算執行に活かしていくことです。

チェック ２

　６名分の地域おこし協力隊活動費補助金（９６０万円）が予
算化されたが、令和２年度は新たに２名が着任して４名と
なったため、決算額は５５５万円となり不用額が発生した。
　なお、令和２年度で２名が任期満了となり、現在は２名が
活動している。
　また、大学等を卒業後、県内に３年以上居住・就業する学
生の奨学金返還を県と連携して支援する、若者定着奨学金返
済支援事業（予算額４９９万２０００円）については、２名が助成
候補者（決算額３０４万２０００円）となった。

移住定住促進事業

地域おこし協力隊は４名が活動

予算額 ３３２９万７０００円　決算額 １９０６万4951円　不用額 １４２３万２０49円

旧柏倉家住宅の清掃をする地域おこし協力隊
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令和３年度一般会計補正予算令和３年度一般会計補正予算（第４号）（第４号）

令和３年度一般会計補正予算令和３年度一般会計補正予算（第５号）（第５号）

　９月定例会で第４回目の予算の見直しを行いました。その結果、歳入歳出予算にそれぞれ２億５６１４万円
を増額し、総額で５３億２９６８万３０００円とするものです。見直しの主な内容は次のとおりです。

　歳入歳出予算にそれぞれ２００万円を増額し、総額で５３億３１６８万３０００円とするもの
です。
　新型コロナウイルス感染症対策として、学校等における感染拡大防止に資するた
め、３歳から中学３年生までの幼児・児童・生徒約１，０１０名に、１人につき１００枚の
不織布マスクを配布するものです。

ワクチン接種進む（全額国庫負担）
新型コロナウイルスワクチン接種事業

　１０月以降のワクチン接種事業をスムーズに進めるた
めに、事業経費全額を国庫負担で見込み、コールセン
ター受付業務委託料１７７万１０００円、個別接種委託料
８３１万３０００円、集団接種医師等報償２７６万１０００円など、
計１４７１万６０００円を増額補正するものです。
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ワクチン接種率（令和３年10月11日現在）
１２歳以上
～６４歳
（６０６０人）

65歳以上
（4106人）

合　計
（１０１６６人）

１回目 5144人
（84．9％）

３804人
（９2．6％）

8948人
（88．0％）

２回目 3895人
（64．3％）

3750人
（91．3％）

7645人
（75．2％）

保育料無償化に向けて
保育・教育施設給付事業

　令和３年９月から県が施行する「山形県保育料無償化に向けた段階的負担軽減事業」に合わせ、町単独
費を上乗せし、一定の所得階層世帯の保育料を無償化します。対象は、ぴーすこども園・なごみ保育園・
ながさき幼稚園となります。
　具体的には、地域型給付費８２万５０００円、中山町すこやか保育事業補助金３５２万８０００円、中山町保育料段
階的負担軽減補助金１０５万円、計５４０万３０００円（うち、５２６万６０００円は県交付金）を増額補正するものです。
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今冬の除雪体制を整える
道路除雪事業

　除雪車両稼働状況確認について、ＧＰＳ端末を活用した除
雪管理システムを導入し、除雪に係る町および受託業者の経
費節減を図ります。
　また、県から払い下げ車両（使用時間約６７００時間の除雪
ドーザ（１３ｔ））を購入し、除雪体制を整えるため、除雪管
理システム借上料３３６万８０００円、除雪車両購入費１２１万円な
ど、計４7７万８０００円を増額補正するものです。県から購入した除雪ドーザ

その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対
９月定例会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

議
案
番
号

議案名と主な内容
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
佐
東　
幸
治

須
貝　
勝
司

夛
田　
慎
二

鈴
木　
徹
雄

渡
辺　
博
文

斎
藤　
眞
一

村
山　
　
隆

欠　
員

佐
竹　
英
規

鎌
上　
　
徹

議第
５５号

令和２年度中山町一般会計歳入歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

令和２年度中山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度中山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度中山町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度中山町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度中山町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

５６号 令和３年度中山町一般会計補正予算（第４号）について
歳入歳出予算それぞれ２億５６１４万円増額し、歳入歳出予算総額を５３億２９６８万３０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

５７号 令和３年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ３８４７万１０００円増額し、歳入歳出予算総額を１２億５０１８万３０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

５８号
令和３年度中山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ１２２万４０００円増額し、歳入歳出予算総額を１億５０２４万４０００円とする
広域連合納付金１億４３１２万１０００円（保険料等負担金および事務費負担金として）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

５９号 令和３年度中山町介護保険特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ２４６９万１０００円増額し、歳入歳出予算総額を１３億２９９５万円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６０号 令和３年度中山町農業集落排水特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算の総額をそれぞれ変更せず、歳入歳出予算総額を５６２８万９０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６１号 令和３年度中山町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ６１２万９０００円増額し、歳入歳出予算総額を５億８３９万２０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６２号
令和２年７月豪雨の被災者に対する令和３年度国民健康保険税の特例に
関する条例の設定について
令和２年７月豪雨の被災者を、令和３年度分保険税を減免することにより救済するため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６３号
中山町公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例の
制定について
地方税法の一部改正に伴い、関係する条例の整備を図る必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６４号
中山町教育委員会委員の任命について
中山町教育委員会委員原田一廣氏は、令和３年９月３０日に任期が満了するので、
その後任者を任命するため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６５号
中山町固定資産評価審査委員会委員の選任について
中山町固定資産評価審査委員会委員橋本秀郎氏は、令和３年９月３０日に任期が満
了するが、引き続き同人を中山町固定資産評価審査委員会委員に選任するため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６６号
中山町固定資産評価審査委員会委員の選任について
中山町固定資産評価審査委員会委員亀井浩之氏は、令和３年９月３０日に任期が満
了するが、引き続き同人を中山町固定資産評価審査委員会委員に選任するため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６７号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の欠員に伴い、新たにその候補者を推薦するに当たり、人権擁護
委員法第６条第３項の規定により議会の意見を求めるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６８号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見
書の提出について （⇒関連記事Ｐ10） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

６９号 令和３年度中山町一般会計補正予算（第５号）について
歳入歳出予算それぞれ２００万円増額し、歳入歳出予算総額を５３億３１６８万３０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

７０号 米の需給調整に関する意見書の提出について （⇒関連記事Ｐ11） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

※注：議長は採決に加わりません。議席番号８番は欠員となります。
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請願と陳情（要望）９月定例会に請願１件と陳情１件、および要望書２件が提出されました。

陳　　情

受理年月日：令和３年６月２１日　
陳　情　者：「新しい提案」実行委員会　責任者　安里長従
　　　　　　 全国青年司法書士協議会　会長　阿部健太郎

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転につ
いて国民的議論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決するべ
きとする意見書の採択を求める陳情

受理年月日：令和３年７月２１日
要　望　者：沖縄戦遺骨収集ボランティア「ガマフヤー」　代表　具志堅隆松

要　望 人道的見地から、沖縄防衛局による「沖縄本島南部からの埋め立て
用土砂採取計画」の断念を国に要請することについて

受理年月日：令和３年８月３１日
要　望　者：公益社団法人　日本理科教育振興協会　会長　大久保　昇

要　望 令和４年度理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願い

議第６８号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源
の充実を求める意見書の提出について

　全国町村議会議長会からの意見書提出の求めにより、町議会としてこれに賛同するため、意見書
提出にかかる決議を行い、全会一致で可決しました。

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
　新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済的・社会的影
響を及ぼしており、国民生活への不安が続いている。この中で地方財政は、来年度においても巨額の財源
不足が避けられない厳しい状況に直面している。
　地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用対策、防災・減災
対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、財政需要の増嵩が見込まれる社会保障等への対応に迫ら
れており、このためには地方税財源の充実が不可欠である。
　よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現され
るよう、強く要望する。

記
１�　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針２０２１」にお
いて、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保することとされている
が、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ
寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。
２�　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、断じて行わな
いこと。また、生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた固定資産
税等に係る特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置として、期限
の到来をもって確実に終了すること。
３�　令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和２年度と同額とする
負担調整措置については、令和３年度限りとすること。
４�　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長につい
て、更なる延長は断じて行わないこと。
５�　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源配分
すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　令和３年９月１７日
　衆 議 院 議 長 様
　参 議 院 議 長 様
　内 閣 総 理 大 臣 様
　財 務 大 臣 様
　総 務 大 臣 様
　経 済 産 業 大 臣 様
　内 閣 官 房 長 官 様
　経 済 再 生 担 当 大 臣 様
� 山形県東村山郡中山町議会議長　鎌　上　　　徹　

意 見 書 全国町村議会議長会の依頼により、意見書を提出しました。

議第７０号 米の需給調整に関する意見書の提出について
　　受理年月日：令和３年８月３０日
　　請　願　者：山形農業協同組合　代表理事組合長　岡崎輝明
　　　　　　　　山形農協農政対策協議会　会長　岡崎輝明　　　紹介議員：鈴木徹雄

米の需給調整に関する意見書
　コロナ禍による予期せぬ需要減等により主食用米の民間在庫は業務用米を中心に増加し、令和３年６月
末で２１９万トンと適正水準とされる１８０万トンを大幅に超過している。
　農林水産省は令和３年７月２９日の食糧部会において、３年産米の生産量見通し６９３万トン（作付け転換
△６．７万ha）をほぼ達成したとしたが、この見通しはコロナ禍による予期せぬ需要減まで見込んでいるも
のではなく、今後の作況が豊作基調となればさらに生産量は増加する。
　２年産米がこの秋以降に持ち越されれば、３年産米の需給緩和と米価下落、加えて４年産作付け転換に
も上乗せされ、稲作を根幹とする本県及び本町農業への甚大な影響が懸念される。
　ついては、持続可能な水田農業の維持・発展に向け、下記のとおり強く要望する。

記
　コロナ禍による予期せぬ需要減に対して、政府備蓄米の運用改善等あらゆる政策を総動員した市場隔離
の実施、さらには倉庫の新設や低温倉庫の改修にかかる支援等、出来秋に向けた出口対策を強化・拡充す
ること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　令和３年９月１７日
衆 議 院 議 長 様
参 議 院 議 長 様
内 閣 総 理 大 臣 様
財 務 大 臣 様
農 林 水 産 大 臣 様
� 山形県東村山郡中山町議会議長　鎌　上　　　徹　

採
択

　請願受理番号第２号「米の需給調整に関する請願について」は、厚生産業常任委員会および本会
議において採択となったことから、議第７０号として以下のとおり議案が提出され、全会一致で可決
しました。
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佐東　幸治 議員（１３ページ）

▪‌▪‌��景観はそこに住む人を表す景観はそこに住む人を表す

夛田　慎二 議員（１４ページ）

▪‌▪‌��災害時の行方不明者情報の公表は？災害時の行方不明者情報の公表は？
▪‌▪‌��今後のふるさと納税のあり方は？今後のふるさと納税のあり方は？
▪‌▪‌��年末年始の帰省について年末年始の帰省について

村山　　隆 議員（１５ページ）

▪‌▪‌��我が町の農業　どうなる？どうする？我が町の農業　どうなる？どうする？
▪‌▪‌��交通安全対策について交通安全対策について

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

質問者（発言順）

一 般 質 問一 般 質 問
　一般質問とは、議員個人が町の事務・事業の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町長などに求め、
町が町民のために適切な町政運営を進めているかを議員がチェックするものです。
　質問方法は、効率的な議会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨などを知らせる「通告制」
を採用し、議員はその内容に沿って質問します。中山町議会では、質問時間は答弁と合わせて４０分以内としています。

３人の議員が一般質問
　９月定例会では、３人の議員が６件の一般質問を行い、
将来の町政について活発な議論を展開しました。

一 般 質 問 一 般 質 問

佐
さ
東
とう
 幸
こう
治
じ
 議員

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
清
掃
・
除
草
活
動
が

中
止
に
な
っ
た
地
区
が
あ

り
、
町
の
中
は
、
歩
道
脇

の
雑
草
が
生
い
茂
り
、
歩

き
に
く
く
な
り
、
景
観
も

悪
化
し
て
い
る
。
こ
れ
で

は
観
光
面
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
も
不
快
感
を
与
え
て
し

ま
う
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

町
の
環
境
美
化
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。
ま
ず
、
今
年

度
、
清
掃
・
除
草
活
動
を

行
っ
た
地
区
は
何
地
区
あ

る
の
か
。

町
長　
春
の
一
斉
清
掃
の

運
動
期
間
中
に
、
ご
み
拾

い
や
公
園
清
掃
な
ど
を

行
っ
た
地
区
は
、
６５
地
区

中
２０
地
区
、「
き
れ
い
な

川
で
す
み
よ
い
ふ
る
さ
と

運
動
」
は
、
１
回
目
は
１９

地
区
が
参
加
し
て
い
る
。

問　
清
掃
・
除
草
活
動
を

行
わ
な
か
っ
た
地
区
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長　

町
道
に
関
し
て

は
、
家
屋
が
連れ

ん
坦た
ん
し
て
い

な
い
道
は
年
２
回
定
期
的

に
除
草
す
る
ほ
か
、
雑
草

の
繁
殖
状
況
に
応
じ
て
、

追
加
で
除
草
を
行
っ
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
「
き
れ
い
な

川
で
す
み
よ
い
ふ
る
さ
と

運
動
」
で
は
、
河
川
の
ほ

か
生
活
道
路
や
公
園
な
ど

の
除
草
や
清
掃
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
た
が
、
令

和
２
年
度
か
ら
は
、
参
加

の
可
否
を
地
区
の
判
断
に

委
ね
て
い
る
。

　
農
道
の
維
持
管
理
は
、

受
益
者
で
行
っ
て
い
る

が
、
状
況
に
応
じ
て
農
道

景観はそこに住む人を表す景観はそこに住む人を表す

補
修
用
の
砕
石
な
ど
の
支

給
を
し
て
い
る
。

問　
来
年
度
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
束
す
る
の
か
わ
か
ら
な

い
。
状
況
を
見
な
が
ら
、

来
年
度
の
環
境
美
化
の
予

算
を
増
額
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
「
き
れ
い
な
川
で

す
み
よ
い
ふ
る
さ
と
運

動
」
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
応
じ
て
、
業
務

委
託
な
ど
代
替
え
措
置
を

検
討
す
る
。
ま
た
、
同
運

動
参
加
報
償
額
の
見
直
し

を
検
討
す
る
。

　
町
道
分
に
つ
い
て
は
、

美
観
維
持
に
必
要
な
事
業

量
を
精
査
し
、
来
年
度
予

算
を
算
出
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
の
取
り
組

み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
補
助

金
」
と
い
う
制
度
が
あ

り
、
用
具
の
整
備
や
作
業

の
委
託
な
ど
「
環
境
美
化

の
取
り
組
み
に
活
用
で
き

る
」
と
い
う
こ
と
が
、
各

地
域
に
浸
透
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
制
度
を
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
使
い
や
す
い
制

度
と
な
る
よ
う
に
内
容
の

見
直
し
・
検
討
を
行
い
、

必
要
な
予
算
を
確
保
し
、

地
域
に
お
け
る
多
様
な
取

り
組
み
を
柔
軟
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
。

問　
区
域
を
決
め
て
年
間

管
理
委
託
に
し
て
は
ど
う

か
。

町
長　
町
道
の
除
草
に
関

し
て
は
、
既
に
業
務
委
託

を
行
っ
て
お
り
、
年
間
管

理
委
託
の
導
入
予
定
は
な

い
。

　
農
道
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
高
齢
化
等
に
よ
る
受

益
者
の
減
少
か
ら
維
持
管

理
が
困
難
に
な
る
こ
と
も

見
込
ま
れ
、
支
援
予
算
の

増
額
も
検
討
し
、
円
滑
な

管
理
を
行
っ
て
い
く
。

　
私
の
思
い�

　
誰
も
が
き
れ
い
な
町
に

住
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

除草作業により整備された状態
（９月２０日 ボランティア団体で実施）

雑草が道路にはみ出した状態
（総合体育館前）

➡
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カーブでも２つの信号機で
よーく見えます！

（新設された文新田地内信号機）

　
一
方
で
明
確
に
使
途
を

指
定
す
る
た
め
、
目
標
額

を
上
回
っ
た
場
合
や
、
達

し
な
か
っ
た
場
合
の
取
り

扱
い
に
課
題
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
特
徴
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
活
用
に
ふ
さ

わ
し
い
と
思
わ
れ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
見
極
め
、
活

用
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問　
実
績
報
告
が
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
で
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
で

は
さ
れ
て
い
な
い
。
継
続

的
に
応
援
し
て
い
た
だ
く

一 般 質 問

夛
た
田
だ
 慎
しん
二
じ
 議員

一 般 質 問

村
むら
山
やま
　隆
たかし
 議員

災害時の災害時の
行方不明者情報の公表は？行方不明者情報の公表は？

我が町の農業我が町の農業
　　どうなる？どうする？　　どうなる？どうする？

問　
大
規
模
災
害
時
の
死

者
、
行
方
不
明
者
の
氏
名

公
表
の
あ
り
方
に
つ
い
て

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る

が
、
当
町
に
お
い
て
の
考

え
方
は
。

町
長　
町
の
個
人
情
報
保

護
条
例
に
基
づ
き
、
原
則

的
に
は
、
家
族
の
同
意
が

あ
る
と
き
に
、
そ
の
範
囲

で
の
公
表
に
と
ど
め
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

問　
家
族
全
員
が
行
方
不

明
の
場
合
は
ど
う
な
る
の

か
。

総
務
広
報
課
長　
個
人
情
報

保
護
条
例
に
は
生
命
、
身

体
ま
た
は
財
産
の
安
全
を

今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
あ
り
方
は
？

今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
あ
り
方
は
？

年
末
年
始
の
帰
省
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
帰
省
に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
、
た
び
た

び
県
外
と
の
往
来
自
粛
が

呼
び
か
け
ら
れ
、
県
外
に

進
学
し
た
学
生
な
ど
が
な

か
な
か
帰
省
で
き
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
る
。
い
ろ

い
ろ
な
状
況
が
あ
る
と
は

思
う
が
、
町
内
で
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
進
ん
で
い
る

の
で
、
年
末
年
始
に
は
自

粛
で
は
な
く
、
ぜ
ひ
「
中

山
町
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
て
ほ
し

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　
当
面
の
期
間
は
、

県
外
と
の
不
要
不
急
の
往

来
は
控
え
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
。
全
国
で
感
染

が
落
ち
着
き
、
往
来
が
で

確
保
す
る
た
め
、
緊
急
か

つ
や
む
を
得
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
提
供
で
き

る
と
い
う
規
定
が
あ
る
た

め
、
そ
れ
に
従
っ
て
対
応

す
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
知
人
宅
、
ホ
テ
ル
な

ど
、
町
が
開
設
す
る
避
難

所
以
外
へ
避
難
す
る
方
も

多
く
な
る
と
思
う
が
、
避

難
者
名
簿
の
作
成
は
ど
う

す
る
の
か
。

町
長　
町
外
へ
避
難
さ
れ

た
方
か
ら
の
連
絡
の
ほ

か
、
イ
ン
フ
ォ
カ
ナ
ル
を

利
用
し
た
確
認
や
、
消
防

団
、
区
長
、
自
主
防
災
会

と
連
携
し
た
戸
別
訪
問
等

を
実
施
し
て
作
成
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
具
体
的
な
使
い
道
を

選
ん
で
い
た
だ
く
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

ふ
る
さ
と
納
税
に
取
り
組

ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

町
長　
他
の
自
治
体
で
は
、

新
製
品
の
開
発
や
記
念
イ

ベ
ン
ト
開
催
、
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
建
設
な
ど
、
何
か

を
新
た
に
生
み
出
す
記
録

や
記
憶
に
残
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
成
果
が
上

が
っ
て
お
り
、
こ
う
い
っ

た
場
合
に
は
大
変
有
効
な

手
段
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

取
り
組
み
が
不
足
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
実
績
報
告
が
ま
だ

十
分
で
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
併
せ
て
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
機
能
も
活
用

し
な
が
ら
、
成
果
に
関
す

る
情
報
発
信
に
一
層
力
を

入
れ
て
い
く
。

ふるさと納税も活用して整備された
柏倉家住宅駐車場トイレ

問　
こ
こ
数
年
の
中
山
町

一
般
会
計
決
算
の
全
体
を

見
る
と
、
農
林
水
産
業
費

は
１
億
３
０
０
０
万
円
か

ら
１
億
５
０
０
０
万
円
、

率
に
し
て
２
％
か
ら
３
％

と
低
い
金
額
で
あ
る
。
町

単
独
の
予
算
で
は
足
り

ず
、
国
や
県
の
制
度
や
予

算
措
置
を
総
動
員
し
て
農

業
予
算
を
増
額
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
実
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
令
和
２
年
度
決
算

の
農
林
水
産
業
費
１
億
３

６
７
３
万
円
の
う
ち
、

国
・
県
か
ら
は
２
６
２
９

万
円
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
加
え
て
、
昨
年
７
月

豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
農

道
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い

問　
「
芋
煮
会
発
祥
の
地
」

で
あ
る
中
山
町
は
、
昔
か

ら
品
質
の
よ
い
芋
が
産
出

さ
れ
る
と
聞
く
が
、「
里

芋
」
を
奨
励
品
種
と
し

て
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指

し
て
は
ど
う
か
。

て
は
、
国
か
ら
９８
％
以
上

の
補
助
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
た
び
の
９
月

補
正
で
提
出
し
て
い
る
凍

霜
害
・
ひ
ょ
う
害
の
被
害

を
受
け
た
農
家
へ
の
支
援

に
つ
い
て
も
、
県
と
町
が

連
携
し
て
行
う
事
業
で
あ

る
。
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
り
、
今
後

と
も
国
・
県
と
連
携
し
、

ま
た
、
必
要
な
施
策
に
つ

い
て
は
町
単
独
の
予
算
措

置
を
行
っ
て
い
く
。

問　
町
特
産
の
作
物
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
町
の
基
幹
作
物
と

し
て
、
水
稲
、
す
も
も
、

さ
く
ら
ん
ぼ
、
西
洋
梨
な

ど
の
果
樹
を
中
心
に
各
種

支
援
を
行
っ
て
き
た
。
ま

た
、
野
菜
に
つ
い
て
は
施

設
野
菜
と
し
て
オ
ク
ラ
、

路
地
野
菜
と
し
て
は
、

き
ゅ
う
り
、
大
根
、
ほ
う

れ
ん
草
、
白
菜
を
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
に
掲

げ
、
振
興
を
図
っ
て
き

た
。
特
に
オ
ク
ラ
は
「
花

笠
オ
ク
ラ
」
と
い
う
中
山

町
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
販

路
を
確
立
し
て
い
る
。

町
長　
里
芋
は
水
害
に
も

強
い
と
い
う
話
を
聞
い
た

こ
と
も
あ
り
、
面
白
い
提

案
と
受
け
止
め
る
。
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
私
の
思
い�

　
新
品
種
の
開
発
や
販
路

の
拡
大
も
あ
り
、
新
規
就

農
者
が
大
幅
に
増
え
た
と

い
う
他
市
町
村
の
話
も
聞

い
て
い
る
。
人
手
不
足
や

高
齢
化
の
中
で
、「
楽
し

い
農
業
」
を
仕
掛
け
る
こ

と
も
必
要
な
時
代
だ
と
考

え
る
。

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
も
、
今
は
町
内

に
ウ
イ
ル
ス
を
極
力
持
ち

込
ま
な
い
よ
う
町
民
に
徹

底
し
て
呼
び
か
け
て
い
く
。

　
私
の
思
い�

　
感
染
対
策
は
も
ち
ろ

ん
、
収
束
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

翌
年
度
に
実
施
し
、
国

道
・
県
道
の
案
件
に
つ
い

て
は
、
町
の
重
要
事
業
要

望
と
し
て
働
き
か
け
を
し

て
い
る
。

問　
町
独
自
の
対
策
と
し

て
何
が
で
き
る
の
か
。

町
長　
通
学
路
の
確
保
に

つ
い
て
は
、「
中
山
町
通

学
路
安
全
推
進
会
議
」
の

中
で
危
険
箇
所
の
点
検
・

解
消
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や

横
断
歩
道
の
安
全
確
保
も

随
時
協
議
し
て
い
る
。
ま

た
、
警
察
、
学
校
、
商
工

会
、
交
通
安
全
協
会
等
で

構
成
し
て
い
る
「
交
通
安

全
対
策
協
議
会
」
で
は
、

問　
文
新
田
地
内
に
信
号

機
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は

大
変
よ
か
っ
た
と
思
う
。

他
の
地
域
の
要
望
等
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
、
そ
し

て
実
現
し
て
い
く
の
か
。

町
長　
ひ
ま
わ
り
ポ
ス
ト

や
、
住
民
か
ら
の
要
望
を

地
区
要
望
会
に
提
出
し
て

い
た
だ
き
、
町
で
で
き
る

こ
と
は
年
度
内
、
ま
た
は

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

主
要
交
差
点
に
お
け
る
立

哨
指
導
や
さ
ま
ざ
ま
な
啓

発
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

問　
ヤ
マ
ザ
ワ
前
交
差
点

に
右
折
信
号
を
設
置
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長　
県
警
察
本
部
交
通

規
制
課
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
国
道
の
青
信
号

の
時
間
を
減
ら
す
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
、
東
西
県

道
の
直
進
の
青
信
号
の
時

間
を
短
く
し
、
右
折
の
青

信
号
の
時
間
を
確
保
す
る

し
か
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
朝
夕
の
渋
滞
の
時
間

を
さ
ら
に
招
く
可
能
性
が

あ
り
、
調
査
が
必
要
と
さ

れ
る
。
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臨時会が開催されました

　令和３年第６回臨時会を６月３０日に開催しました。
　議会運営委員会、全員協議会の後、本会議が開催され、新
型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（繰越分）
３０００万円の追加決定と財政調整基金繰入金２７００万円などを加
え、歳入歳出予算にそれぞれ５５８１万５０００円を増額し、総額で
５０億７３５４万３０００円とする、令和３年度中山町一般会計補正予算
（第３号）を可決しました。主なものは下記のとおりです。
　また、マイナンバーカードの利用等に関する法律の一部改正
に伴い、関係する条例の整備を図る必要があるため、２つの条
例の一部を改正する条例の制定を可決しました。

【財源内訳】

特定財源 金　　額

国 庫 支 出 金 ３０００万００００円

基 金 繰 入 金 ２７００万００００円

諸収入（雑入） △１１８万５０００円

合　　計 ５５８１万５０００円

６月臨時会 町民の生活を守るその議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対
6月臨時会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

議
案
番
号

議案名と主な内容
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
佐
東　
幸
治

須
貝　
勝
司

夛
田　
慎
二

鈴
木　
徹
雄

渡
辺　
博
文

斎
藤　
眞
一

村
山　
　
隆

欠　
員

佐
竹　
英
規

鎌
上　
　
徹

議題
５２号

令和３年度中山町一般会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算それぞれ５５８１万５０００円増額し、歳入歳出予算総額を
５０億７３５４万３０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

５３号
中山町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号（マイナンバーカード）の利
用等に関する法律の一部改正に伴い、関係する条例の整備を図る必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

５４号
中山町手数料条例の一部を改正する条例の制定について
行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号（マイナンバーカード）の利
用等に関する法律の一部改正に伴い、関係する条例の整備を図る必要があるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

期　日 会　議 備　　考
６月３０日（水） 本　会　議 議第５２号～５４号　提案理由の説明、質疑、討論、採決

令和３年 中山町議会６月臨時会日程表

※注：議長は採決に加わりません。議席番号８番は欠員となります。

人 事 案 件
中山町教育委員会委員の
� 任命に同意

中山町固定資産評価審査委員会委員の選任に同意

齊
さい
藤
とう
 秀
ひで
雄
お
 氏

（川端・６５歳）
任期：令和３年１０月１日～
　　　令和７年９月３０日

橋
はし
本
もと
 秀
しゅう
郎
ろう
 氏

（新田町・７１歳 再任）
任期：令和３年１０月１日～
　　　令和６年９月３０日

亀
かめ
井
い
 浩
ひろ
之
ゆき
 氏

（達磨寺・６９歳 再任）
任期：令和３年１０月１日～
　　　令和６年９月３０日

人権擁護委員
　　　　　　適任と答申

五
い が ら し
十嵐 裕

ゆう
一
いち
 氏

（柳町・６２歳）
任期：令和４年１月１日～
　　　令和６年１２月３１日

早めの行動を促すために
� 戸別受信機１００台購入

防災事業
　今年度に整備する防災行政無線（同報系）戸別受信機
を当初予算の100台に加えて、さらに１００台購入します。
まずは７５歳以上の高齢者等要配慮者への早期情報提供を
図り、逃げ遅れなどを防止するため、通信料と合わせて
６００万１０００円の増額補正を行うものです。 適切な早期情報をお知らせします

コロナの影響による保護者の
経済的負担軽減を図る

保育・教育施設給付事業

　なかやま保育園およびながさき幼稚園の３歳児
以上に対し、令和３年９月から令和４年３月まで
の副食費の補助を行うため、歳入については「な

副食費無償化

学校給食無償化
学校給食センター運営事業

　２学期および３学期の学校給食費を助成し、町
内小・中学校の児童・生徒分と町外学校通学者分、
合わせて２８６７万２０００円の生活支援を行うものです。

しっかり食べて大きくなぁれ おいしい給食が楽しみです

かやま保育園」の副
食費分２８３万５０００円の
減額、および歳出に
ついては「ながさき
幼稚園」への給付費
１５１万２０００円の増額補
正を行うものです。
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委員一同、真剣な様子

議会活動報告議会活動報告

臨場感のある広報紙づくりを
議会広報常任委員会報告（委員長：村山　隆）

令和２年度旧柏倉家住宅関連決算 ５131万４０００円に
柏倉家保存・利活用特別委員会報告（委員長：佐竹英規）

　７月２１日、山形国際交流プラザを会場に、手に取り・読んでもらえる議会広報編集のポイントを学
ぶ実務研修が、新型コロナウイルス感染症対策を取りながら開催されました。県内町村議会から１３０
名が集まり、中山町議会広報委員５名も参加しました。
◦研修内容　１. 講話「手に取って、読まれる編集とは」　
　　　　　　２. 議会広報クリニック
　議会広報紙編集の目安となる、①表紙の魅力、手に取ってもらえ
る表紙づくり、②読みやすさ、わかりやすさへの編集技術、住民参
加、読者への配慮、③発行目的にそった企画・編集になっているか
など、文章、レイアウト、配色について具体的な指導を受けました。

　８月１２日、第２１回柏倉家住宅保存・利活用特別委員会が開催されました。
　最初に今年度の来館者数についての説明があり、県内のほか、宮城、関東からも訪れる方がいるこ
と、県内では山形市からの来館者が一番多いこと、７月１０日・１１日に開催された紅花まつりでは１８２
名が来館したことが報告されました。
　また、文化庁からの指導と、地下水専門事業者からのアドバイスを受け湿気対策を行っており、今
後必要に応じてポンプによるため池の排水を検討していること、旧柏倉家住宅保存活用計画について
は他県の類似施設の計画を参考にした説明がありました。
　なお、令和２年度旧柏倉家住宅関連決算については下記のとおりです。

◦中山町「議会だより」第１７号についてのクリニック内容
　◦‌�表紙の写真は、春らしさを感じられとても良いが、目次の内容が詰め込ま
れ過ぎており、堅苦しさを感じてしまう。

　◦‌�「３月定例会」の内容から、急に臨時会の内容になり、読む側が混乱して
しまう。

　◦‌�一般質問の問と答弁を簡略化し、議場にいるような臨場感のある編集をす
ると良いなどの指導を受けました。

山形県中山町議会だより
編集／議会広報常任委員会　発

行責任者／議長 鎌上　徹
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園内には樹齢推定７５０年の大
木

園内には樹齢推定７５０年の大
木

（エドヒガン桜）もあります
。

（エドヒガン桜）もあります
。

ふるさと
シリーズ

再発見

！
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月
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時
会

月
臨
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３３
月
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会
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令和３年度一般会計予算案否
決    ２・３

令和３年度一般会計予算概要
    ４・５

令和３年度一般会計予算の目
玉    ６・７

１月臨時会  
 ８

令和２年度一般会計補正予算
    ９

私は賛成、私は反対  
 １０〜１２

請願と陳情（要望）  
 １３

町政を問う　一般質問  
 １４〜１8

　コロナ禍の自粛期間中で、
仲間と一緒に花

見を楽しむことはできません
でしたが、町内

の桜の名所を巡りながら、春
の息吹を感じら

れたでしょうか。

残雪の月山を背景にした
残雪の月山を背景にした

お達磨の桜公園お達磨の桜公園

写真はソメイヨシノ

令和２年度決算を認定
山形広域環境事務組合議会報告

　７月２７日、山形広域環境事務組合議会７月定例会が開催されました。
　上程議案は下記の２件で、すべて原案のとおり、認定、可決されました。
１．�令和２年度山形広域環境事務組合歳入歳出決算認定について
　歳入総額は３４億９２８７万１６８６円、歳出総額は３３億９３４７万６６１８円で、歳入歳出残額９９３９万５０６８円を翌年
度へ繰り越しました。
２．�工事請負契約の締結について（山形広域クリーンセンター改修工事）
　１０億１００万円で、水

スイン グ
ingエンジニアリング株式会社東北支店と請負契約を締結しました。

＊皆さんから集めたごみは資源として有効に活用しています。
　あわせてごみの減量化にご協力ください。

決算あれこれ

事業名 内　　容 予算額 決算額 不用額

財源内訳

地 方 創 生
推進交付金

国庫補助金
（ 文 化 庁
補 助 金 ）

企 業 版
ふるさと
納 税

ふるさと
応援基金
繰 入 金
（個人版ふる
さと納税）

旧柏倉
家住宅
使用料

負担金 一般
財源

施設管理事業 建物や庭園の管理 １０，６７９ １０，０１１ ６６８ ６２８ ５，１４０ ４８ ４，１９５
修 繕 事 業 保存活用計画の策定・一般修繕 ６，６６１ ５，５７９ １，０８２ ２，４９２ ５９４ ２，４９３
公 開 事 業 展示資料整備・ガイド運営 １３，２０８ ７，９４９ ５，２５９ ３，７２４ １，１７２ ８１２ １５ ２，２２６

施設整備事業 里山整備・紅花栽培・惣右衛門家ト
イレ改修・駐車場公衆トイレ新築 ３３，７２８ ２７，７７５ ５，９５３ １１，６７１ ２，５００ ２，０９０ １１，５１４

合　計 ６４，２７６ ５１，３１４ １２，９６２ １６，０２３ ２，４９２ ２，５００ ８，９９６ ８１２ ６３ ２０，４２８

（単位：千円）

お気軽にお越しください。 お問い合わせ：中山町議会事務局 ☎023-662-4370

の予定です。1212月月88日（水）〜日（水）〜1010日（金）日（金）次回の定例会は

◦�算出方法は主にごみの排出量によるもので、ほかに均等割分などを加味して決定されて
　います。（ごみの排出量≒人口比）

１ 各市町の負担金割合

負　　担　　金 人　　口
山形市 １４億７７２３万３０００円 （８１．６％） ２４万６３６８人 （８２．１％）
上山市 １億７２１７万９０００円 （  ９．５％） ２万９１８０人 （  ９．７％）
山辺町 ９０７１万４０００円 （  ５．０％） １万３９２３人 （  ４．６％）
中山町 ７１１６万００００円 （  ３．９％） １万 ９２７人 （  ３．６％）

計 １８億１１２８万６０００円 　　　　　　　 ３０万 ３９８人

（人口は各市町ホームページより／令和３年９月現在）

◦�個人や業者の方が直接持ち込んだごみを計量し、その量に基づいて手数料を算出します。
２ 処理手数料歳入

可燃ごみ（生ごみ・プラスチック等） ３億４１３５万円
不燃ごみ（廃家電・ビン・カン等） １８20万円

◦�リサイクルセンターに集められた鉄やアルミ、ペットボトルなどを売却した収入と、
　エネルギー回収施設（立谷川・川口）で発電された電気を売却した収入です。

３ 雑入

鉄・アルミ等売却収入 ５５９８万円
ペットボトル等搬出金収入 ２１８３万円
古紙売却収入 １１万円

エネルギー回収施設売電収入 ①立谷川　１億  ６００万円
②川　口　１億３１５9万円
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橋本邸に今も残っている
銃弾の痕跡

広報モニターの
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り
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来ら
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　町役場から２００ｍ南方、「光
秀院」の一角に

ある「大日如来」には、この
地とのつながり

を感じさせる興味深い伝説が
残っており、地

区の人々に親しまれています
。（⇒詳しくは

Ｐ１４へ）
　また、「なかやまカルタ」

の札になってい

るため、子どもたちにも広く知
られています。

町の安全と平和を祈って
町の安全と平和を祈って

光秀院光秀院「大日如来」「大日如来」

オリジナルドリンクを準備して、ご来場お待ちしています

齋藤さん、ありがとうございました。
（令和３年9月26日 取材）

　「議会だより」を町民の皆さまに興味を持って読んでも
らえる内容にするため、感想・意見をいただいている「広
報モニター」の声をご紹介します。

　今回もたくさんの声をお寄せいただきありがとうございました。ご指摘のあった件については
検討させていただきます。
　ご意見、要望等ありましたら、どなたでもお気軽にご連絡ください。

◦‌�請願の不採択理由を掲載してもらいたい。賛成少数だけの説明では
納得できないのではないか。

◦‌�特別解説はていねいに説明されており、「議員のなり手不足」に対し
ての問題提起にもなっている。

◦‌�写真や構成がよいので、読んでいて臨場感がある。

◦‌�まち・ひとインタビューについて、これからも多くの中山町で活躍
している若者を紹介してください。町の活性化につながると思う。

◦‌�スポーツ１４番勝負部分は、紹介の仕方にもう少し工夫が必要ではな
いか。マンネリ化した紹介では、インパクトに乏しいのではないか。

第18号から

連 絡 先 TEL：０２３-６６２-４３７０　 FAX：０２３-６６２-２５３８
Eメール：gikai@town.nakayama.yamagata.jpな
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て
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域
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興
味
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持
っ
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ら
い
、

活
動
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輪
を
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げ
て
い
き
た
い

「
ま
ち
・
ひ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」で
は
、
中
山
町
が
大
好
き
で
、
町
内
で
活
躍
す
る
元
気
な「
若
者
」に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
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学
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は
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ど
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ゼ
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あ
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し
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つ
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法
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倉
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す
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文新田地区在住
山形大学大学院
社会文化システム研究科

齋
さい
藤
とう
 由
ゆ
佳
か
さん（24歳）

プロフィール

長崎小学校、中山中学校卒業。　
町内のさまざまな団体と地域活動をしながら、大
学では、まちづくり、地域振興の研究をしている。
Ｏｒａｉカフェは月に２日間、不定期開催。

　
し
か
し
、
高
校
の
同
級
生

か
ら
「
中
山
町
っ
て
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こ
？
」
と
聞
か
れ
た
こ
と
が

シ
ョ
ッ
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で
、
そ
れ
が
地
元

に
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い
て
考
え
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一
つ
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き
っ
か
け
と
な
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ま
し
た
。
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い
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に
興
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持

ち
、
山
形
大
学
に
進
学
し
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
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研
究
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し
て
い
ま
す
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今
後

は
、
柳
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も
り
あ
げ
隊
や
岡

縁
里
な
ど
の
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地
域
活
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域
の
持
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し
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め
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齢
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広

い
年
齢
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
町
外
の
方
が
多

い
の
で
も
っ
と
町
内
の
方
に

も
来
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
は
カ
フ
ェ
前
の
広
場

齋
藤
さ
ん

Oraiカフェの開催情報はInstagramで配信中 

今号の表紙 落合口の戦いは激烈を極めたふるさと
シリーズ

再発見
！

表紙シリーズ「ふるさと再発見！」では、地元の人しか知らない、知っているけれど見たことがない、そんな風景・
造形・自然などを紹介しています。地域の隠れた魅力、自慢の風景など、紹介したい場所や物がある方は、町議会
事務局（☎023-662-4370）まで、お気軽にご連絡ください。

　　明治元年（１８６８）「戊辰の役」は、まさに近代日本への脱皮を遂げる画期的な大改革であった。
もっとも大きな流血動乱は、北越・奥羽の東北戦争であり、中でも長崎落合口における山形水野藩
の大久保伝平知敬（ともたか）を隊長とし、赤星守人（もりと）を副隊長とする２４名と、荘内軍と

の戦いは激烈を極めた。
　山形を戦火から守ろうと、山形藩首席家老水野三郎右エ門元宣（もとのぶ）は、官軍に従い防備体制を固
めた。第二陣として本陣を達磨寺の豪農原田与惣右エ門宅に置き、第一陣の落合には、広大な屋敷構え（約
一千坪）をもつ橋本三九郎家を選び警備に当らせた。橋本家では、一家を明け渡して家族は縁故に避難し、
落合地区の人達も、老人や子どもは他村に避難していた。
　閏（うるう）４月４日明け方、橋本邸の庭先で砲弾が炸裂し、それを合図に陣の軒下から猛烈な銃声が起
こり、雨戸にバラバラと弾丸が飛んできた。突如寝込みを襲われた大久保隊は、武装の暇もなく、大久保伝
平（５２才）は全身に銃弾を浴び、更に三十数カ所の刀傷を受けながら、赤星守人（４２才）と隊士４名ととも
に壮烈な最期を遂げた。
　事前に山形藩家老水野は、酒井藩荘内軍主将酒井兵部（ひょうぶ）に密使を送り、
荘内軍と戦う意思のないことを伝え、これを諒承しているつもりでいたが、荘内勢中
村次郎兵エ隊「最上隊」に伝えられなかったために起こった不本意な戦いであった。
� （ふるさとの文化財「中山町文化財保護審議会」より）

　「戊辰戦蹟碑」は、当時の壮絶な戦いを悼み、子孫の第１３代山形市長を務めた、政
治家の大久保傳

で ん

藏
ぞ う

氏（山形軍隊長 大久保伝平の子孫）・戦場となった橋本家・地元関
係者によって、昭和３４年に建立されました。
　当時の様子は、今も地区の方々により語り継がれ、中山町文化財保護審議会による
図書『ふるさとの文化財（中山町）』にも、詳細に記録されています。
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連載シリーズ 第３弾
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第
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か
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ま
議
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よ
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は
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９
月
定
例
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令
和
２
年
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心
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編
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ま
し
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今
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も
、
町
民
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皆
さ
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に
寄
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添
っ
た
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行
い
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、
そ
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る
「
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り
」
と
な
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よ
う
努
め
て
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い
り
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。
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皆さまのご意見、ご感想など、お寄せください。次回第２０号の発行は2月1日です。
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　昭和２２年、中山町川端の石澤佑造先生（石澤酒店）が、近くの
天性寺境内で空手道の練習を始めました。これが山形県内で一番
早い空手道の取り組みであったと言われ、戦後の混乱期、武道の

空手道部

スキー部

3番

4番

スポーツスポーツ
１４番勝負１４番勝負！！

スポーツとフルーツ 伸びゆく町 なかやま

2その
　なかやま議会だよりの最終ページは、町内の各団体
を紹介してきました。
　連載シリーズ第３弾は、「スポーツ１４番勝負！」と
題し、中山町スポーツ協会加盟の１４団体を紹介しま
す。今回は、「空手道部」と「スキー部」の２団体です。

主な活動内容：‌ �山形県ジュニア空手道選手権大会・東北少年少女空手道選手権大会・
　　　　　　　全日本少年少女空手道選手権大会・山形県社会人大会 出場・入賞

主な活動内容：‌ ジュニアスキー教室、スキースクールインストラクター、
　　　　　　　練習会２～３回（県外遠征含む）

　私たちスキー部は、平成元年に発足しました。主にＺＡＯ猿倉
スキー場をホームゲレンデとし、楽しみながら活動しています。
発足時はスキーブームもあって３０名程のメンバーがいましたが、

現在は１５名となり、それぞれの目標をもって、交流を深めながら技術向上
に取り組んでいます。また、雪国の子どもたちにスキーの楽しさを知って
もらおうとスキー教室も行っています。初めてスキーにチャレンジする方
から、よりレベルアップを目指したい方、ゲレンデにシュプールを描いて
みませんか。

精神を守り、青少年の健全な育成のために活動を始められたそうです。
　私たち空手道部は、石澤先生の意思を継いで、日々練習と空手道の普及に努めています。現在、会
員は年長児から７０代までの幅広い年代で活動しており、水曜日と金曜日の週２回、厳しく、そして楽
しく活動しています。興味のある方は、ぜひ、石川までご連絡ください。

代表者：石
いし

川
かわ

寿
とし

広
ひろ

　会員数：20名　問合せ先：☎ ０２３-６６２-４６５７

代表者：石
いし

川
かわ

尚
なお

寿
とし

　会員数：１５名　問合せ先：☎ ０９０-２６０２-９６３３
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